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北海道大学苫小牧研究林における 
2008-2013年秋期の小鳥類の標識調査 

 
村上 速雄，小林 めぐみ*  

 
 

Bird-banding of the passerines of autumn 2008-2013 in Hokkaido University 
Tomakomai Experimental Forest 

by 

MURAKAMI Hayao, KOBAYASHI Megumi* 

 
 

要    旨 
 
北海道苫小牧市高丘の北海道大学研究林内で、2008年から 2013年の 6年間の 8月から 11月の間の

秋季に、主にスズメ目の鳥類を対象に標識調査を行い、58種 14,879羽を放鳥した。6年間で 100羽以上

放鳥した 14種（ベニマシコ 3,462羽、メジロ 3,111羽、クロツグミ 2,287羽、アオジ 1,882羽、アカハラ

843羽、キビタキ 624羽、カシラダカ 440羽、センダイムシクイ 301羽、シジュウカラ 295羽、ノゴマ

240羽、ウグイス 178羽、シロハラ 171羽、ハシブトガラ 109 羽、マミチャジナイ 107 羽）について、

それぞれの渡り状況を解析した。 

 

キーワード：標識調査 スズメ目 秋の渡り 苫小牧市高丘 
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1. はじめに 
鳥類標識調査は足環等によって鳥を個体識別

し、再捕獲や観察によって渡りや移動、寿命や繁

殖開始年齢等の生態を解明することにある。また、

観察では識別が困難な種や潜行性、夜行性のため

観察しづらい鳥種を捕獲することも多く、地域の

鳥相を把握するうえで役立つことが多い。こうし

た標識放鳥や再捕獲の記録は、鳥類を保護・管理

するうえでの基礎資料となる。国内では、1966年

から林野庁、1972年より環境省（当時環境庁）事

業として現在まで継続的に標識調査が実施されて

いる（山階鳥類研究所 2002b）。苫小牧市地域は

1987 年（昭和 62 年）から環境省苫小牧 2 級鳥類

標識ステーションとして運営され、これまでに、

毎年 40～67 種類、2,200～8,500 羽の鳥類が標識

放鳥されてきた（山階鳥類研究所 1994～2011）。

また、放鳥した鳥が再捕獲される回収記録は、苫

小牧ステーション地域では、アオジ 140 例をはじ

め、合計 37種 455例が報告され（山階鳥類研究所

1994～2011）、この地域が渡り鳥の重要なルートで

あることを示している。近年の調査では主に苫小

牧市西部の宮の森で山地性の鳥を中心にクロツグ

ミやメジロを毎年各 50～600 羽、ウトナイ湖岸の

植苗で草地性の鳥を中心にノゴマを毎年 300～

1,000 羽が標識放鳥されてきた（山階鳥類研究所

1994～2011、日本鳥類標識協会 1999、2000、2005、

2007～2009、2011）。本報告では、小鳥類の渡り

のルート、時期の解明を目的に北海道南西部に位

置する苫小牧市高丘の北海道大学研究林内（図 1）

で 2008年から 2013年までの 6年間、8月から 11

月上旬にかけて行なった標識調査について述べる。 

 

2. 調査地の概要と調査方法 
調査は北海道苫小牧市高丘の北海道大学研究

林の 403 林班にある緩やかな尾根（北緯 42 度 41

分、東経 141度 35分、標高 60m）（図 1）で 8月

初旬から 11月上旬までの間に行った。調査地は送

電線管理道に沿って設定した。送電線下は幅約

30m で伐採管理されており主な植生は樹高 1.5～

2.0mのミズナラ、エゾヤマザクラ、ホオノキ、タ

ラノキなどの広葉樹林、林床は主にイネ科草本と

セイタカアワダチソウである。管理道の両側は樹

高 10m以上のミズナラ、トドマツ、アカエゾマツ

などの混交林である。調査にはかすみ網 7 枚（30

メッシュ×12m4棚を 3枚、 36メッシュ×12m4

棚を 4枚）を用いた（図１）。また捕獲効率を上げ

るためテープレコーダー、MP3再生機とポータブ

ルアンプスピーカーを組み合わせたもの 3 台を使

用して囀りを流した。使用した囀りの種類、時期

は付表 1～6に示す。調査日数は 2008年 53日間、

2009年 53日間、2010年 42日間、2011年 40日

間、2012年 24日間、2013年 63日間で村上速雄、

小林めぐみが行なった。鳥類標識調査は環境省の

02－0309号（2008）、02－0396号（2009）、02－

0361 号（2010）、第 21-22-0266 号（2011）、第

21-23-0158 号（2012）、第 21-24-0173 号、第

21-25-0100 号(2013)の捕獲許可を受けて行った。 

また、種名、学名は日本鳥類目録改訂第 6 版（日

本鳥類目録編集委員会 2000）に従った。 

 

 

図 1．北海道苫小牧市高丘における調査地（ATXは 36メッシュ 12m4棚の
かすみ網、HTXは 30メッシュ 12m4棚のかすみ網を示す） 
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3. 結果と考察 
1）全体の傾向 

2008 年から 2013 年の 6 年間の調査で 58 種

14,879羽を放鳥した。2011年と 2012年で放鳥数

が減少しているが（図 2）、2011年は 10月下旬に、

2012 年は 8 月から 10 月中旬まで調査を行なわな

かったためと考えられる。放鳥された種類数は 8

月から 9月上旬に 10～15種類と多く、その後、9

月下旬にかけて減少し、10 月上旬には再び増加し

10 月下旬以後減少していった。放鳥数の増減は種

類数の増減と 8月を除いてほぼ比例していた。8月

上旬の放鳥数の増加はセンダイムシクイの放鳥数

の増加を反映し、8月下旬から 9月上旬の増加は調

査地域で繁殖しているクロツグミ、キビタキ、メ

ジロ、カラ類などの巣立ち雛の放鳥数の増加を反

映したためと考えられた。10 月上旬から下旬の増

加は、クロツグミ、アカハラ、メジロ、カシラダ

カ、アオジ、ベニマシコなどの群れをつくり渡り

の時期が短期間に集中する習性の鳥種の渡りの時

期と重っていた。これらの結果が示すように、毎

年 3 ヶ月にわたり調査を実施した結果、多くの渡

り鳥についての情報を得た。特に夏鳥の飛去の状

況を捉えることが出来た。6年間の日別放鳥数一覧

を年別に揚げた(付表 1～6)。6 年間の 8 月から 11

月までの平均日別放鳥数を示した（図 3）ので参照

されたい。また、同期間の調査で、注目に値する

放鳥例としてカラアカハラ（図 4、5）、チョウセン

メジロ（図 6、7）が挙げられ、この 2種は北海道

での記録が少なく迷鳥と報告されている（藤巻

2010）。カラアカハラは 2009 年 10 月 5 日に性不

明第 1 回冬羽を放鳥した。またチョウセンメジロ

は 2009年 9月 15日、9月 24日、2011年 10月 1

日にそれぞれ性不明第 1 回冬羽個体 4 羽を放鳥し

た。北海道での秋の小鳥類の渡り時期の調査を長

期継続して行なっている 8 ヶ所の鳥類調査ステー

ション、浜頓別（浜頓別町足軽）、サロベツ（豊富

町稚咲内）、天売島（羽幌町天売）、涛沸湖（網走

市・斜里町）、標津（中標津町・標津町）、風蓮湖

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．苫小牧市高丘の年別新放鳥数（･種類数の放鳥数グラフ(2008年～2013年) 

図 3．苫小牧市高丘の平均日別放鳥数・種類数グラフ（2008年～2013年） 
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（根室市川口）、帯広（帯広市稲田町）、松前白神

（松前町白神）と比べると本調査地はクロツグミ、

キビタキ、メジロ、ベニマシコなどの山地性の鳥

類の放鳥数が多く、草原性のアオジの放鳥数が少

なかった（山階鳥類研究所 1994～1999、2002～

2011）。これは本調査地が森林の中に位置すること

を反映したものであろう。 

 

2）各種の渡り状況 

ここでは 6 年間で合計 100 羽以上放鳥した上

位種であるベニマシコ 3,462 羽（23.3%）、メジロ

3,111羽（20.9%）、クロツグミ 2,287羽（15.4%）、

アオジ 1,882羽（12.6%）、アカハラ 843羽（5.7%）、

キビタキ 624羽（4.2%）、カシラダカ 440羽（3.0%）、

センダイムシクイ 301 羽（2.0%）、シジュウカラ

295羽（2.0%）、ノゴマ 240羽（1.6%）、ウグイス

178羽（1.2%）、シロハラ 171羽（1.1%）、ハシブ

トガラ 109 羽（0.7%）、マミチャジナイ 107 羽

（0.7%）の 14 種について解析する。この上位 14

種の年別放鳥数と 6年間の平均日別放鳥数を図 8、

9に示した。それぞれの渡り状況を次に述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．カラアカハラ Turdus hortulorum  
性不明第 1回冬羽 横図  
2009年 10月 5日撮影 

図 5．カラアカハラ Turdus hortulorum  
性不明第 1回冬羽 正面図  
2009年 10月 5日撮影 

図 6．チョウセンメジロ Zosterops erythroplerus 
性不明（第 1回冬羽） 
2009年 9月 15日撮影 

図 7．チョウセンメジロ Zosterops erythroplerus 
性不明（第 1回冬羽） 
2009年 9月 15日撮影 
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図 8．6年間で 100羽以上放鳥した 14種の年度別放鳥数（2008年～2013年） 

図 9．上位平均日別放鳥数（2008年～2013年）
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(1)ノゴマ Luscinia calliope 

ノゴマは調査地域では繁殖しておらず、渡り

の時期にのみ確認される種であった。ノゴマは概

ね 9 月下旬から 10 月中旬にかけて放鳥され、10

月上旬に渡りのピークが現れると考えられた。ノ

ゴマの捕獲は夜間に音声による誘引が効果的であ

ることが知られている（山階鳥類研究所 2013）。

しかし、本調査では夜間からの音声誘引は 2008年

9月 28日と 29日、2009年 9月 20日と 25日の計

4日間しか行なわず、それ以外の誘引は夜明けから

行ったため、誘因効果が低かったと推測される。 

 

(2)クロツグミ Turdus cardis 

クロツグミは調査地域で繁殖しており、8月か

ら 11 月上旬にかけて長期間にわたり放鳥された。

渡りのピークは 10 月上旬から 10 月中旬にかけて

現れ、10月 6日に最も多く放鳥した。本調査で捕

獲されたクロツグミの雄個体には、その羽色に 2

型が認められた。一方は頭部が明瞭に黒く、後頚

から背・腰・上尾筒・尾羽にかけての体上面及び

翼上面が青灰色である個体で（仮称：ツートン型）

（図 10）、2008 年から 2012 年までの調査では雄

全個体の 93.1%（n=1,274）を占めた。もう一方は

頭部が黒色でなく、青灰色もしくは灰褐色、体上

面が青灰色の個体（仮称：ウスイロ型） (図 11)で

あり、残りの 6.9%の中にはこの仮称ウスイロ型と

型（タイプ）不明個体が含まれていた。ただし、

ウスイロ型は 2013年の繁殖期の調査において、体

上面がウスイロ型に似た灰褐色の雌個体が確認さ

れたことから、この羽色型を雄と誤って判定した

可能性も考えられた。調査期間中、本州のクロツ

グミの羽色型として知られる、頭部及び体上面が

一様に黒い個体は確認されなかった。なお、クロ

ツグミの雄の羽色の 2 型については公益財団法人

山階鳥類研究所の佐藤文男氏（私信）が指摘して

いる。 

 

(3)アカハラ Turdus chrysolaus 

アカハラは調査地域で繁殖しており、8月末か

ら 11 月上旬にかけて長期間にわたり放鳥された。

渡りのピークは 10月下旬に現われ、10月 24日に

最も多く放鳥された。北海道でアカハラの秋の渡

りのモニタリングが実施されている風蓮湖ステー

ションでは 10月 11～13日の間に渡りのピークを

むかえるが（山階鳥類研究所 1997～2010）、本調

査地の渡りのピークは 10 月 25 日前後であり、風

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10．クロツグミ Turdus cardis  
（仮称ツートン型）雄（第 1回冬羽） 
2010年 10月 9日撮影 

図 11．クロツグミ Turdus cardis  
（仮称ウスイロ型）性不明とした。 
（第 1回冬羽）2013年 10月 10日撮影 

図 12．アカハラ Turdus chrysolaus 
（亜種オオアカハラ）雄（成長冬羽） 
2009年 10月 23日撮影 
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蓮湖に比べ 12～14日遅かった。また、南千島で繁

殖する亜種オオアカハラ Turdus chrysolaus orii

と推測される個体（日本鳥類目録編集委員会 2000、

山階 1941）（図 12）が 10月中旬から 11月上旬に

かけて 76 個体放鳥された。本亜種の識別として、

雄では亜種アカハラ T.c.chrysolaus より体が大き

く、頭部の黒色がより濃く、脚色が黒ずんでいる

ことで区別した。 

 

(4)シロハラ Turdus pallidus 

シロハラは 10 月中旬から 11 月上旬にかけて

放鳥されたが放鳥数が少なく、渡りのピークは不

明であったが、調査地域におけるシロハラの渡り

は 10月中旬以降に限られていた。シロハラはウス

リー・アムール川下流域で繁殖し、朝鮮半島・日

本・台湾・中国南東部で越冬することから（山階

鳥類研究所 2002b）、調査地域では、繁殖地から渡

来し、短期間で本州へ南下していくものと思われ

る。 

 

(5)マミチャジナイ Turdus obscurus 

マミチャジナイは 9月中旬から 11月上旬にか

けて長期間にわたり放鳥されたが、1日の放鳥数が

10 羽を超えることはなく、渡りのピークは不明で

あった。マミチャジナイは東シベリア・ロシア極

東北部・アムール川流域で繁殖し、台湾・中国南

部・東南アジア・インドアッサム地方で越冬する

ことから（五百沢・山形・吉野 2004）、調査地域

では繁殖地から渡来し、短期間で南下していくも

のと思われる。 

 

(6)ウグイス Cettia diphone  

ウグイスは調査地域ではごく少数が繁殖して

おり 8月下旬から 11月上旬にかけて長期間にわた

り放鳥されたが、顕著な渡りのピークは現れなか

った。音声誘引を 2009年に 9月 19～21日の 3日

間、10月 3～5日の 6日間、2010年に 10月 1～2

日の 2日間行ったが、1日当たりの放鳥数は 10羽

以下と少なく本調査地では通過している個体が少

ないと思われる。なお、松前白神ステーションで

は渡りのピークが 10月中旬から下旬に現れる（山

階鳥類研究所 1999）。 

 

(7)センダイムシクイ Phylloscopus coronatus 

センダイムシクイは調査地域で繁殖しており

8月から 9月上旬にかけて放鳥された。ただし、連

続 10 日以上 8 月上旬に調査を実施したのは 2008

年だけであり（付表 1～6）、正確な渡りの動向は不

明であった。2008年 8月 5日には、音声誘引をせ

ずに最多の 54羽を放鳥した。この他に、8月上旬

では 40羽以上放鳥した日が 1日あった。この時期

の放鳥個体は体羽が幼羽から第 1 回冬羽に換羽中

の個体も見られ、渡りで集合した個体ではなく調

査地域で繁殖した個体が放鳥されたと考えられた。

音声誘引は 2008年に 8日間、2009年に 6日間、

2010年に 3日間、2011年に 5日間、2013年に 6

日間行なったが、2008年 8月 9日に 41羽を放鳥

した日以外は、1日当たりの放鳥数が 30羽以下で

あったため、その渡りの動向を把握するに至らな

かった。なお、松前白神ステーションでは渡りの

ピークが 8 月から 9 月初旬に現れる（山階鳥類研

究所 2000）。 

 

(8)キビタキ Ficedula narcissina 

キビタキは調査地域で繁殖しており、8月から

10 月初旬にかけて放鳥され、9 月上旬に渡りのピ

ークが現れた。しかし、9月下旬でも幼羽から第 1

回冬羽へ移行中、大部分が幼羽の個体が確認され

たことから、一部の個体は繁殖地に遅くまで留ま

ることが示唆された。音声誘因は 2008年に 2日間、

2009年に 16日間、2010年に 10日間行ったが、1

日当たりの放鳥数が 30羽を超えなかった。さらに、

2012年には音声誘引を行なわなかったが、放鳥数

は例年と変わらなかったことから、本調査地では

音声誘引はあまり効果がないと考えられた。 

 

(9)ハシブトガラ Parus palustris 

ハシブトガラは調査地域では留鳥であり、8月

から 11月上旬にかけて長期間にわたり放鳥された。 

8月から 9月上旬にかけて放鳥数が増加したが、こ

れは巣立ち雛の放鳥数が増加したためと考えられ

た。 

 

(10)シジュウカラ Parus majar  

シジュウカラは調査地域で繁殖しており 8 月

から 11月上旬にかけて長期間にわたり放鳥された。
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8月から 9月上旬にかけて放鳥数が増加したが、こ

れは巣立ち雛の放鳥数が増加したためと考えられ

た。本種は冬期に本州へ渡る個体が知られている

（山階鳥類研究所 2002b）。ただし、本調査では 9

月以降、1日当たりの放鳥数が 15羽を超えること

はなく、渡りの小規模なピークもみられず、回収

例がなかったことから渡りの動向は不明であった。

音声誘引を 2008年に 9月 18日、20日、26日の 3

日間行なったが 1日当たりの放鳥数は 10羽以下だ

ったため、本調査地ではその効果が低いと考えら

れた。 

 

(11)メジロ Zosterops japonica  

メジロは調査地域で繁殖しており 8月から 11

月上旬にかけて長期間にわたり放鳥された。渡り

のピークは 10月上旬から 10月中旬に現れ、10月

7 日に最も多く放鳥された。ただし、2012 年には

10月 22日に 86羽放鳥しており、年によっては渡

りのピークが 10月下旬に現れる可能性を示唆した。

音声誘引を行なったところ 1 日当たりの放鳥数が

100羽を超える日があり、本調査地では音声誘因が

有効と考えられた。その他には、風切羽を換羽中

の個体が確認され、それらの個体は渡り後期の 10

月下旬でも確認された。 

 

(12)カシラダカ Emberiza rustica 

カシラダカは本調査地では 10 月中旬から 11

月上旬にかけて放鳥され、放鳥は 10月中旬以降に

限られていたが、渡りのピークは不明であった。

本種はスカンジナビア半島からカムチャツカ半島

までのユーラシア高緯度で繁殖し、日本、朝鮮半

島、中国南東部で越冬することから(山階鳥類研究

所 2002b)、調査地域では、繁殖地から渡ってきて、

短期間で本州へ南下していくものと思われる。音

声誘引を行なったが 1日当たりの放鳥数が 30羽を

超える日はなく、本調査地ではその効果が低いと

考えられた。 

 

(13)アオジ Emberiza spodcephala  

アオジは調査地域で繁殖しており 8月から 11

月上旬にかけて長期間にわたり放鳥された。渡り

のピークは 10月上旬から中旬に現れ 10月 14日に

最も多く放鳥された。北海道でアオジの秋の渡り

のモニタリングが実施されている道北地方の浜頓

別と道東地方の風蓮湖ステーションの日別放鳥と

比較したところ、浜頓別ステーションでは 10月 1

～6日（山階鳥類研究所 2006）、風蓮湖ステーショ

ンでは 10月 5～10日（山階鳥類研究所 1998）に

渡りのピークをむかえる。本調査地の渡りのピー

クは 10 月 14 日前後であり、浜頓別ステーション

に比べ 8日から 13日、風蓮湖ステーションに比べ

4日から 9日に遅れて現れた。 

 

(14)ベニマシコ Urgus sibiricus 

ベニマシコは調査地域ではほとんど繁殖せず、

渡りの時期に多く見られる。渡りのピークは 10月

下旬から 11月上旬にかけて短期間に集中して現れ、

10 月 28 日に最も多く放鳥された。音声誘引を行

なったところ1日当たりの放鳥数が100～200羽超

える日があり、本調査地では音声誘引が有効であ

ると考えられた。 

 

(15)放鳥数上位 14種以外に音声誘因を実施した種 

調査期間中、音声誘引を実施した種で 6 年間

の放鳥数が 100 羽に満たなかった種はビンズイ、

カヤクグリ、コルリ、ルリビタキ、マミジロ、ヤ

ブサメ、シマセンニュウ、エゾムシクイの 8 種で

あった。しかし、音声誘因の効果がなかったため

か、その種の渡りルートから外れているためかを

検証することはできなかった。 

 

回収記録 

6年間に得られた回収記録はノゴマ 1例、クロ

ツグミ 2例、アカハラ 1例、シロハラ 2例、コヨ

シキリ 1例、メジロ 3例、アオジ 7例、ベニマシ

コ 7例の 3種 24例であり、図 13-15に示す。これ

らの回収記録はこれまで知られている渡りルート

を再検証することとなったが（山階鳥類研究所

2002b）、新たな知見としてアオジの回収記録が得

られ、釧路市阿寒町で放鳥された個体が当地で回

収された。これは北海道道東地方で放鳥された個

体が北海道西部で回収されるという稀な記録であ

った（山階鳥類研究所 2002b）。ベニマシコは 7

例中 3例が帯広市、1例が根室市、1例が中標津町

で放鳥された個体であったため、道東地方のベニ

マシコの一部は本調査地を通過していることを示
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していると考えられた。 

 

6年間調査を行ったが、本地域の渡り鳥の動向

はその一部が解明されたにすぎなかった。そのた

め、今後も本調査地を渡る鳥類の生態解明のため

に、定量的な捕獲が可能な技術の開発を行なうと

ともに、夏鳥の生息状況のモニタリングが可能な

標識調査を継続して行なうことが必要とされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ノゴマ      
A 2010.09.20 北海道苫小牧市高丘 →2010.10.06 北海道函館市陣川町 116km 16 日 
クロツグミ      
B 2008.09.29 北海道札幌市豊平区 →2008.10.07 北海道苫小牧市高丘 41km 8 日 
B 2011.10.04 北海道札幌市豊平区 →2011.10.09 北海道苫小牧市高丘 41km 8 日 
D 2011.10.20 北海道苫小牧市高丘 →2012.04.14 島根県松江市美保関町 1088km 177 日 
アカハラ      
C 2008.09.30 北海道苫小牧市高丘 →2008.10.13 北海道苫小牧市宮の森 8km 13 日 
メジロ      
C 2008.10.14 北海道苫小牧市高丘 →2008.10.15 北海道苫小牧市宮の森 8km 1 日 
C 2011.09.28 北海道苫小牧市高丘 →2011.10.19 北海道苫小牧市宮の森 8km 21 日 
H 2009.10.01 北海道苫小牧市高丘 →2009.10.31 山形県酒田市飛島 424km 30 日 
シロハラ      
E 2010.10.29 北海道苫小牧市高丘 →2011.04.16 三重県熊野市有馬町 1090km 5 ヶ月(169 日) 
F 2012.10.22 北海道苫小牧市高丘 →2012.12.23 香川県高松市庵治町 1126km 5 ヶ月(62 日) 
コヨシキリ      
G 2011.09.15 北海道苫小牧市高丘 →2012.09.22 鳥取県米子市彦名新田 1098km 2 年(737 日) 

 

図 13．ノゴマ Luscinia calliope、クロツグミ Turdus cardis、アカハラ Turdus chrysolaus、メジロ Zosterops 
japonica、シロハラ Turdus pallidus、コヨシキリ Acocephalus bistrigicepsの回収記録 
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A 2008.09.24 北海道苫小牧市高丘 →2008.10.23 新潟県新潟市北区福島潟 567km 29 日 

B 2009.10.04 北海道苫小牧市高丘 →2009.11.16 愛媛県上浮穴郡久万高原町 1261km 43 日 

C 2009.10.02 北海道枝幸郡浜頓別町 →2009.11.06 北海道苫小牧市高丘 282km 35 日 

D 2010.09.18 北海道苫小牧市高丘 →2010.11.05 神奈川県愛甲郡清川村 670km 48 日 

E 2010.10.11 北海道釧路市阿寒町 →2010.10.29 北海道苫小牧市高丘 283km 18 日 

F 2010.10.18 北海道苫小牧市高丘 →2010.11.05 北海道ひだか町静内 84km 18 日 

G 2011.10.14 北海道苫小牧市高丘 →2011.11.08 石川県加賀市吉崎町 801km 25 日 

 

 

図 14．アオジ Emberiza spodcephalaの回収記録 
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A 1999.10.29 北海道松前郡福島町 →2009.11.08 北海道苫小牧市高丘 166 km 10 年(3663 日) 

B 2008.10.16 北海道帯広市稲田町 →2008.10.27 北海道苫小牧市高丘 131 km 11 日 

C 2008.10.20 北海道帯広市稲田町 →2008.10.30 北海道苫小牧市高丘 131 km 10 日 

D 2008.10.20 北海道帯広市稲田町 →2008.10.30 北海道苫小牧市高丘 131 km 10 日 

E 2009.11.04 北海道苫小牧市高丘 →2010.07.26 北海道斜里郡斜里町 294 km 8 ヶ月(264 日） 

F 2009.10.13 北海道根室市川口 →2009.10.29 北海道苫小牧市高 315 km 16 日 

G 2013.05.23 北海道中標津町 →2013.11.02 北海道苫小牧市高丘 290 Km 10 ヶ月(183 日) 

 

図 15.ベニマシコ Urgus sibiricusの回収記録 



42               北海道大学演習林研究報告 第 70巻 第 1号 

謝 辞 
本調査に多数の助言をしていただいた山階鳥

類研究所の佐藤文男氏、北海道大学研究林職員の

奥田篤志氏、杉山弘氏、本稿とりまとめにあたり

ご指導いただいた一北民郎氏、標識データ使用許

可「山階保全第 25-140号」をいただいた山階鳥類

研究所にここで深く感謝申し上げる。 

 

参考文献 

藤巻裕蔵 (2010) 北海道鳥類目録 改定第 3版．極

東鳥類研究会，美唄． 

五百沢日丸・山形則男・吉野俊幸 (2004) 日本の鳥 

550 山野の鳥 増補改訂版．株式会社文一総合

出版，東京． 

日本鳥類標識協会編  (1999) 県別新放鳥一覧 

(1997 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.14，

No.2：33-49． 

日本鳥類標識協会編  (2000) 県別新放鳥一覧 

(1998 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.15，

No.1：17-33． 

日本鳥類標識協会編  (2000) 県別新放鳥一覧 

(1999 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.15，

No.2：43-59． 

日本鳥類標識協会編  (2000) 県別新放鳥一覧 

(2000 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.16，

No.1：1-17． 

日本鳥類標識協会編  (2005) 県別新放鳥一覧 

(2001 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.18，

No.2：33-53． 

日本鳥類標識協会編  (2007) 県別新放鳥一覧 

(2002 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.19，

No.2：45-61． 

日本鳥類標識協会編  (2008) 県別新放鳥一覧 

(2003 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.20，

No.1：1-17． 

日本鳥類標識協会編  (2008) 県別新放鳥一覧 

(2004 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.20，

No.2：77-97． 

日本鳥類標識協会編  (2009) 県別新放鳥一覧 

(2005 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.21，

No.1：1-21． 

日本鳥類標識協会編  (2009) 県別新放鳥一覧 

(2006 年) ．日本鳥類標識協会誌，Vol.21，

No.2：71-91． 

日本鳥類標識協会編 (2011) 鳥類標識調査日本国

内県別新放鳥一覧 (2007 年) ．日本鳥類標識

協会誌，Vol.23 No.2:66-88 

日本鳥類目録編集委員会  (2000) 日本鳥類目録 

改訂第 6版．日本鳥学会，帯広． 

山階鳥類研究所 (1994-1995) 鳥類観測ステーショ

ン報告書 (鳥類観測ステーション運営) ．  

山階鳥類研究所 (1996-2012) 鳥類標識調査報告書 

(鳥類観測ステーション運営) ． 

山階鳥類研究所 (2002b) 平成 13 年度 環境省請

負業務 鳥類アトラス  Atlas of Japanese 

Migratory Birds from 1961 to 1995 鳥類回収

記録解析報告書 (1961年-1995年) ．環境省自

然保護局野生生物課，東京． 

山階鳥類研究所 (2013) 平成 24年度 環境省委託

業務 2011年 鳥類標識調査報告書． 

山階芳麿 (1941) 日本の鳥類と其の生態 第二巻．

岩波書店，東京． 

 



北大苫小牧研究林における秋の小鳥類の標識調査（村上ら）            43 

 

 

調
査
月
日

20
08
/8
/5
～
11
/1
0(
53
日
間
)

月
日

8/
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
9/
18

19
20

22
23

24
25

26
27

28
29

30
10
/1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
25

26
27

28
29

30
31

11
/1

2
3

4
5

6
7

8
9

10

天
候

晴
晴

晴
晴

晴
晴

晴
曇

曇
曇

曇
晴

晴
晴

曇
晴

曇
晴

曇
|晴

晴
晴

晴
晴

晴
曇
|晴

晴
晴

晴
曇

曇
雨

霧
晴

晴
晴

晴
霧
/晴

晴
晴

晴
晴
|雨

晴
晴

晴
曇

曇
晴

晴
曇
/雨

曇
/雨

晴
晴

晴
曇
/雨

雪
曇
/雨

晴
N

R
N+
R

新
放
鳥
数

83
18

－
43

92
29

22
53

47
37

72
39

27
49

14
58

60
31

24
90

97
10
4

52
21

56
41

10
7

80
52

37
0

16
－

49
10
0

87
65

19
0

66
79

44
0

61
79

19
16
4

35
15

34
17

2
11

8
6

23
8

5
27
18

40
27
58

種
名
/種
類
数

時
間

8
6

－
9

10
9

8
11

11
12

11
9

10
9

5
12

10
6

6
10

11
11

7
7

7
8

8
5

11
8

0
5

－
10

9
9

11
13

1
7

7
0

7
8

6
10

9
7

7
9

2
5

2
5

3
5

3
41

12
41

ﾔﾏ
ｼｷ
ﾞ 
  
  
  
  
Sc
ol
op
ax
 r
us
ti
co
la

1
1

1

ｵｵ
ｺﾉ
ﾊｽ
ﾞｸ
　
　
　
Ot
us
  
ba
kk
am
oe
na

1
1

1

ｱｶ
ｹﾞ
ﾗ 
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ma
jo
r

1
1

1
1

4
4

ｺｹ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ki
zu
ki

1
1

1
3

3

ﾋﾞ
ﾝｽ
ﾞｲ
  
  
  
  
An
th
us
 h
od
gs
on
i

※
1

1
1

1
13

2
1

7
2

1
2

2
33

33

ﾓｽ
ﾞ 
  
  
  
  
  
La
ni
us
 b
uc
ep
ha
lu
s

2
2

2

ﾐｿ
ｻｻ
ﾞｲ
  
  
  
  
Tr
og
lo
dy
te
s 
tr
og
lo
dy
te
s

1
1

2
2

ﾉｺ
ﾞﾏ
  
  
  
  
  
Er
it
ha
cu
s 
ca
ll
io
pe

※
2,
3

1
1

9
19

43
43

1
1

1
1

3
2

3
12
8

12
8

ｺﾙ
ﾘ　
　
  
  
  
 E
ri
th
ac
us
 c
ya
ne

※
1

1
1

2
2

1
7

7

ﾙﾘ
ﾋﾞ
ﾀｷ
  
  
  
  
Ta
rs
ig
er
 c
ya
nu
ru
s

※
1

1
4

3
3

1
1

1
2

1
1

3
1

1
2

2
27

27

ﾏﾐ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
  
  
Tu
rd
us
 s
ib
ir
ic
us

※
2

0
0

ﾄﾗ
ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
Zo
ot
he
ra
 d
au
ma

1
1

2
2

ｸﾛ
ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
ar
di
s

※
2

2
1

3
5

3
2

1
4

14
20

4
28

8
16

27
14

10
12

19
19

18
5

21
8

16
20

14
6

5
15

23
19

13
8

6
5

1
41
5

8
42
3

ｱｶ
ﾊﾗ
  
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
hr
ys
ol
au
s

※
2

1
1

1
2

1
1

1
3

2
2

5
2

1
1

1
6

1
5

5
8

2
8

7
14

12
6

2
2

6
4

1
1

1
1

11
7

11
7

ｼﾛ
ﾊﾗ
　
　
　
　
　
Tu
rd
us
 p
al
li
du
s

※
2

1
2

2
1

1
4

1
3

1
2

1
3

1
1

24
24

ﾏﾐ
ﾁｬ
ｼﾞ
ﾅｲ
　
　
　
Tu
rd
us
 o
bs
cu
ru
s

1
2

1
1

1
1

1
1

2
1

2
1

1
16

16

ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
  
Tu
ed
us
 n
au
ma
nn
i

1
1

1

ﾔﾌ
ﾞｻ
ﾒ　
　
　
  
 C
et
ti
a 
sq
ua
me
ic
ep
s

※
2

1
3

1
5

5

ｳｸ
ﾞｲ
ｽ 
  
  
  
  
Ce
tt
ia
 d
ip
ho
ne

　
1

2
1

1
1

1
1

1
1

2
1

1
2

3
2

1
4

1
2

7
1

3
3

3
1

1
1

1
1

1
52

1
53

ｼﾏ
ｾﾝ
ﾆｭ
ｳ　
  
  
 L
oc
st
el
la
 o
ch
ot
en
si
s

※
1

1
1

2
2

ﾒﾎ
ﾞｿ
ﾑｼ
ｸｲ
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 b
or
ea
li
s

1
2

1
1

1
2

2
2

2
14

14

ｴｿ
ﾞﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 t
en
el
li
pe
s

※
2

6
1

3
8

3
1

3
4

4
33

33

ｾﾝ
ﾀﾞ
ｲﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 c
or
on
at
us

※
2

54
4

14
41

6
7

25
23

13
18
7

4
19
1

ｷｸ
ｲﾀ
ﾀﾞ
ｷ　
　
　
 R
eg
ul
us
　
re
gu
lu
s

1
2

1
4

4

ｷﾋ
ﾞﾀ
ｷ 
  
  
  
  
Fi
ce
du
la
 n
ar
ci
ss
in
a

※
1

7
11

14
4

7
4

6
1

14
8

3
5

1
1

4
1

1
3

2
1

2
1

2
1

1
10
5

2
10
7

ｵｵ
ﾙﾘ
  
  
  
  
  
Cy
an
op
ti
la
 c
ya
no
me
la
na

1
1

1

ｺｻ
ﾒﾋ
ﾞﾀ
ｷ　
　
　
 M
us
ci
ca
pa
 l
at
io
st
ri
s

1
1

1

ｴﾅ
ｶﾞ
  
  
  
  
  
Ae
gi
th
al
os
 c
au
da
tu
s

10
5

1
1

2
19

1
20

ﾊｼ
ﾌﾞ
ﾄｶ
ﾞﾗ
  
  
  
Pa
ru
s 
pa
lu
st
ri
s

1
1

1
4

1
2

10
3

13

ｺｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
mo
nt
an
us

1
1

4
6

1
7

ﾋｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
at
er

1
2

3
3

ｼｼ
ﾞｭ
ｳｶ
ﾗ 
  
  
  
Pa
ru
s 
ma
jo
r

※
1

8
2

17
1

1
7

1
6

8
3

3
7

2
7

1
1

1
1

1
78

1
79

ｺﾞ
ｼﾞ
ｭｳ
ｶﾗ
  
  
  
Si
tt
a 
eu
ro
pa
ea

1
1

2
4

1
5

ｷﾊ
ﾞｼ
ﾘ 
  
  
  
  
Ce
rt
hi
a 
fa
mi
li
ar
is

1
1

2
2

ﾒｼ
ﾞﾛ
  
  
  
  
  
Zo
st
er
op
s 
ja
po
ni
ca

※
1

3
3

4
1

3
1

3
10

1
6

2
18

6
4

20
9

6
19

8
14

11
60

31
4

13
8

5
8

30
16

8
2

2
33
9

2
34
1

ｶｼ
ﾗﾀ
ﾞｶ
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 r
us
ti
ca

※
1

4
4

4
2

13
6

11
10

1
6

12
12

2
29

10
8

20
6

5
7

2
19

3
2

19
8

19
8

ﾐﾔ
ﾏﾎ
ｵｼ
ﾞﾛ
  
  
  
Em
be
ri
za
 e
le
ga
ns

1
1

1
4

4
7

1
5

1
1

1
1

1
29

29

ｱｵ
ｼﾞ
  
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 s
po
do
ce
ph
al
a

2
4

3
3

4
2

6
1

4
4

3
4

11
17

4
27

17
14

11
2

15
15

20
27

14
10

1
11

49
13

22
20

8
5

1
1

2
1

1
1

1
1

38
2

13
39
5

ｸﾛ
ｼﾞ
  
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 v
ar
ia
bi
ri
s

1
1

1
1

1
1

6
6

ﾍﾞ
ﾆﾏ
ｼｺ
  
  
  
  
Ur
ag
us
 s
ib
ir
ic
us

※
1

1
1

1
12
2

23
48

17
37

61
11

11
9

6
5

1
45
3

3
45
6

ｶｹ
ｽ 
  
  
  
  
  
Ga
rr
ul
us
 g
la
nd
ar
iu
s

1
1

2
2

合
計

付
表

1.
 

20
08
年
苫
小
牧
市
高
丘
の
日
別
放
鳥

 

・
音
声
を
流
し
、
捕
獲
し
た
部
分
は
太
字
に
し
て
い
る
。

 
・
音
声
を
か
け
た
時
間
帯

 
 
※

1 
夜
明
け
後
か
ら

9：
00
か

10
：

00
ま
で

 
 
※

2 
夜
明
け

30
分
前
か
ら

9:
00
か

10
：

00
ま
で

 
 
※

3 
日
に
よ
っ
て
前
日
の
夜
か
ら

 
・
天
気
表
記
に
つ
い
て
は
、”
時
々
・
一
時
”
は
「

|」
,”
の
ち
”
は
「

/」
で
示
し
て
い
る
。
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付
表

2.
 

20
09
年
苫
小
牧
市
高
丘
の
日
別
放
鳥

 

 
・
音
声
を
流
し
、
捕
獲
し
た
部
分
は
太
字
に
し
て
い
る
。

 
・
音
声
を
か
け
た
時
間
帯

 
 
※

1 
夜
明
け
後
か
ら

9：
00
か

10
：

00
ま
で

 
 
※

2 
夜
明
け

30
分
前
か
ら

9:
00
か

10
：

00
ま
で

 
 
※

3 
日
に
よ
っ
て
前
日
の
夜
か
ら

 
・
天
気
表
記
に
つ
い
て
は
、”
時
々
・
一
時
”
は
「

|」
,”
の
ち
”
は
「

/」
で
示
し
て
い
る
。

 
・
風
の
た
め
調
査
を
し
て
い
な
い
日
は
天
候
欄
に
そ
の
旨
記
載
し
て
い
る
。

 

調
査
月
日

20
09
/8
/2
5～
11
/1
0　
(5
3日
間
)

月
日

8/
25

26
27

28
29

30
31

9/
9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

10
/1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

17
18

19
21

22
23

29
30

31
11
/1

2
3

4
5

6
7

天
候

晴
曇

雨
雨

晴
晴

曇
晴

晴
晴

晴
雨

晴
曇

曇
晴

晴
晴

晴
晴

曇
晴

霧
/雨

霧
霧
/晴

晴
曇

雨
晴

晴
曇

霧
/曇

雨
/晴

晴
晴

晴
曇

台
風

晴
雨
|晴

晴
晴

晴
/雨

雨
晴

曇
曇

晴
曇
|雨

晴
曇

雨
晴

晴
晴

雨
晴

晴
曇

新
放
鳥
数

23
14

－
－

82
70

62
76

53
56

58
－

56
26

32
41

28
48

11
47

2
24

30
33

10
4
79

16
－

15
7
14
8
10

50
11
1
82

10
6
99

33
－

68
16

51
68

27
0

63
10
9
96

24
19
7

7
59

－
18

21
47

－
21

46

種
名
/種
類
数

時
間

8
5

－
－

13
7

15
11

10
12

10
－

11
7

9
9

8
7

6
7

2
6

11
10

17
11

7
－

9
10

2
9

10
9

7
8

5
－

9
5

6
10

7
0

6
9

11
6

9
5

12
－

6
8

5
－

4
4

ﾔﾏ
ｼｷ
ﾞ 
  
  
  
  
Sc
ol
op
ax
 r
us
ti
co
la

1

ｵｵ
ｺﾉ
ﾊｽ
ﾞｸ
　
　
　
Ot
us
  
ba
kk
am
oe
na

1

ｱｶ
ｹﾞ
ﾗ 
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ma
jo
r

1

ｺｹ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ki
zu
ki

1

ﾋﾞ
ﾝｽ
ﾞｲ
  
  
  
  
An
th
us
 h
od
gs
on
i

※
1

2
2

2
1

2
1

1
1

1
2

1

ﾋﾖ
ﾄﾞ
ﾘ 
  
  
  
  
Hy
ps
ip
et
es
 a
mo
ur
ot
is

1

ﾓｽ
ﾞ 
  
  
  
  
  
La
ni
us
 b
uc
ep
ha
lu
s

1
1

ﾐｿ
ｻｻ
ﾞｲ
  
  
  
  
Tr
og
lo
dy
te
s 
tr
og
lo
dy
te
s

1
1

1

ｶﾔ
ｸｸ
ﾞﾘ
  
  
  
  
Pr
un
el
la
 r
ub
id
a

※
1

2

ﾉｺ
ﾞﾏ
  
  
  
  
  
Er
it
ha
cu
s 
ca
ll
io
pe

※
2,
3

6
1

20
1

2
5

17
6

2
6

2
1

1
1

ｺﾙ
ﾘ　
　
  
  
  
 E
ri
th
ac
us
 c
ya
ne

※
1

1

ﾙﾘ
ﾋﾞ
ﾀｷ
  
  
  
  
Ta
rs
ig
er
 c
ya
nu
ru
s

1
1

1
5

1
2

1

ﾉﾋ
ﾞﾀ
ｷ 
  
  
  
  
Sa
xi
co
la
 t
or
qu
at
a

2
1

ﾏﾐ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
  
  
Tu
rd
us
 s
ib
ir
ic
us

※
2

ﾄﾗ
ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
Zo
ot
he
ra
 d
au
ma

1

ｶﾗ
ｱｶ
ﾊﾗ
  
  
  
  
Tu
rd
us
 h
or
tu
lo
ru
m

1

ｸﾛ
ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
ar
di
s

※
2

1
12

2
17

1
5

7
17

12
8

12
16

9
2

8
8

6
10

16
17

3
48

46
9

11
44

43
52

47
19

10
12

13
14

7
8

2
4

1

ｱｶ
ﾊﾗ
  
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
hr
ys
ol
au
s

※
2

2
3

8
2

2
2

1
2

1
2

1
1

3
1

2
1

4
4

3
2

1
5

9
12

25
3

11
19

14
1

2
7

1

ｼﾛ
ﾊﾗ
　
　
　
　
　
Tu
rd
us
 p
al
li
du
s

※
2

1
3

1
4

2
1

10
2

1
2

ﾏﾐ
ﾁｬ
ｼﾞ
ﾅｲ
　
　
　
Tu
rd
us
 o
bs
cu
ru
s

1
2

1
1

1
2

1
1

1
1

2

ﾔﾌ
ﾞｻ
ﾒ　
　
　
  
 C
et
ti
a 
sq
ua
me
ic
ep
s

1
4

2
1

1
1

1
1

1

ｳｸ
ﾞｲ
ｽ 
  
  
  
  
Ce
tt
ia
 d
ip
ho
ne

※
1

2
1

1
2

1
1

3
1

3
5

2
1

3
4

2
1

1
2

1
1

1
2

ｴｿ
ﾞｾ
ﾝﾆ
ｭｳ
  
  
  
Lo
cs
te
ll
a 
fa
sc
io
la
ta

1

ｼﾏ
ｾﾝ
ﾆｭ
ｳ　
  
  
 L
oc
st
el
la
 o
ch
ot
en
si
s

※
1

1
2

1

ｺﾖ
ｼｷ
ﾘ 
  
  
  
  
Ac
ro
ce
ph
al
us
 b
is
tr
ig
ic
ep
s

1
2

ﾒﾎ
ﾞｿ
ﾑｼ
ｸｲ
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 b
or
ea
li
s

1
2

4
1

2
6

1
1

1
1

ｴｿ
ﾞﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 t
en
el
li
pe
s

※
2

1
1

3
1

1
1

ｾﾝ
ﾀﾞ
ｲﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 c
or
on
at
us

※
2

1
1

17
7

2
2

ｷｸ
ｲﾀ
ﾀﾞ
ｷ　
　
　
 R
eg
ul
us
　
re
gu
lu
s

1

ｷﾋ
ﾞﾀ
ｷ 
  
  
  
  
Fi
ce
du
la
 n
ar
ci
ss
in
a

※
1

9
5

10
26

17
12

5
5

8
9

2
5

2
2

1
3

2
3

3
2

2
4

1
1

4
1

1
1

ｵｵ
ﾙﾘ
  
  
  
  
  
Cy
an
op
ti
la
 c
ya
no
me
la
na

2
1

1
1

ｺｻ
ﾒﾋ
ﾞﾀ
ｷ　
　
　
 M
us
ci
ca
pa
 l
at
io
st
ri
s

2
4

1

ｴﾅ
ｶﾞ
  
  
  
  
  
Ae
gi
th
al
os
 c
au
da
tu
s

1
14

1
1

8

ﾊｼ
ﾌﾞ
ﾄｶ
ﾞﾗ
  
  
  
Pa
ru
s 
pa
lu
st
ri
s

1
9

1
1

2
3

2
1

1
1

1
1

5

ｺｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
mo
nt
an
us

2
1

2
2

1
1

2
1

ﾋｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
at
er

1
1

ﾔﾏ
ｶﾞ
ﾗ 
  
  
  
  
Pa
ru
s 
va
ri
us

2
1

1

ｼｼ
ﾞｭ
ｳｶ
ﾗ 
  
  
  
Pa
ru
s 
ma
jo
r

12
2

3
7

8
12

2
10

1
4

1
2

1
1

1
1

1
2

1

ｺﾞ
ｼﾞ
ｭｳ
ｶﾗ
  
  
  
Si
tt
a 
eu
ro
pa
ea

2
2

1

ﾒｼ
ﾞﾛ
  
  
  
  
  
Zo
st
er
op
s 
ja
po
ni
ca

※
1

5
6

22
21

12
24

32
10

23
19

6
8

17
4

22
7

12
1

8
9

6
37

43
5

70
84

16
31

14
42

26
23

26
3

22
3

38

ﾁｮ
ｳｾ
ﾝﾒ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
Zo
st
er
op
s 
er
yt
hr
op
le
ur
us

1
1

ﾎｵ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 c
io
id
es

1

ｶｼ
ﾗﾀ
ﾞｶ
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 r
us
ti
ca

※
1

1
5

5
2

5
7

1
6

1
4

4
5

8

ﾐﾔ
ﾏﾎ
ｵｼ
ﾞﾛ
  
  
  
Em
be
ri
za
 e
le
ga
ns

2
2

1
1

3
1

9
21

ｱｵ
ｼﾞ
  
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 s
po
do
ce
ph
al
a

2
1

3
3

7
1

3
1

1
1

4
3

3
4

10
6

21
10

15
21

18
5

16
6

26
1

24
7

1
3

12
8

1
1

1
2

1
2

ｸﾛ
ｼﾞ
  
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 v
ar
ia
bi
ri
s

1

ｵｵ
ｼﾞ
ｭﾘ
ﾝ 
  
  
  
Em
be
ri
za
 s
ch
oe
ni
cl
us

1

ﾍﾞ
ﾆﾏ
ｼｺ
  
  
  
  
Ur
ag
us
 s
ib
ir
ic
us

※
1

3
1

82
22

16
1
2

27
6

4
40

7
16

ｶｹ
ｽ 
  
  
  
  
  
Ga
rr
ul
us
 g
la
nd
ar
iu
s

1
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付
表

3.
 

20
10
年
苫
小
牧
市
高
丘
の
日
別
放
鳥

 
調
査
月
日

20
10
/8
/2
～
/1
1/
13
(4
2日
間
)

月
日

8/
2
17

9/
2

3
4

5
6

17
18

19
20

21
30

10
/1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
11
/1

2
3

4
5

6
7

8
9

11
12

13

天
候

霧
/晴

晴
晴

曇
晴

曇
/晴

曇
晴

晴
雨

晴
晴

晴
晴

晴
雨

雨
曇

晴
晴

曇
曇

雨
晴

曇
/雨

晴
強
風
晴
/雨

曇
晴

雨
/曇

雨
晴

晴
晴
/曇

曇
晴
強
風
雪

曇
晴

晴
晴

曇
/雨

雨
雨

晴
雨

晴
晴

曇
/雨

雨
晴

雨
晴

N
R

N+
R

新
放
鳥
数

29
53

39
36

51
45

23
32

44
－

40
27

10
0
64

73
3

－
43

11
2
16
1
96

62
－

38
13
4
－

13
1
39

10
3
58

－
18
2
15
6
15
5
31

－
－

28
3
69

13
8
61

44
－

－
47

56
72

78
15

－
3

－
14

30
40
32

30
72

種
名
/種
類
数

時
間

8
10

8
9

7
10

7
8

8
－

7
8

11
8

8
2

－
6

7
8

7
5

－
9

10
－

9
10

8
5

－
15

13
7

7
－

－
10

10
10

7
7

－
－

8
6

6
11

7
－

3
－

3
43

43

ｱｶ
ｹﾞ
ﾗ 
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ma
jo
r

1
1

2
2

ｺｹ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ki
zu
ki

1
1

1

ﾋﾞ
ﾝｽ
ﾞｲ
  
  
  
  
An
th
us
 h
od
gs
on
i

※
1

1
2

1
2

2
1

1
10

10

ﾋﾖ
ﾄﾞ
ﾘ 
  
  
  
  
Hy
ps
ip
et
es
 a
mo
ur
ot
is

1
1

1

ﾓｽ
ﾞ 
  
  
  
  
  
La
ni
us
 b
uc
ep
ha
lu
s

1
1

1

ｶﾔ
ｸｸ
ﾞﾘ
  
  
  
  
Pr
un
el
la
 r
ub
id
a

※
1

3
1

4
4

ﾉｺ
ﾞﾏ
  
  
  
  
  
Er
it
ha
cu
s 
ca
ll
io
pe

※
2

1
1

3
4

1
1

2
13

13

ｺﾙ
ﾘ　
　
  
  
  
 E
ri
th
ac
us
 c
ya
ne

1
1

2
2

ﾙﾘ
ﾋﾞ
ﾀｷ
  
  
  
  
Ta
rs
ig
er
 c
ya
nu
ru
s

※
1

3
1

1
4

2
11

11

ｼﾞ
ｮｳ
ﾋﾞ
ﾀｷ
  
  
  
Ph
oe
ni
cu
ru
s 
oc
hr
ur
os

1
1

2
2

ﾉﾋ
ﾞﾀ
ｷ 
  
  
  
  
Sa
xi
co
la
 t
or
qu
at
a

1
1

2
2

ﾏﾐ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
  
  
Tu
rd
us
 s
ib
ir
ic
us

※
2

0
0

ｸﾛ
ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
ar
di
s

※
2

1
5

6
5

3
1

2
15

15
6

20
13

27
2

18
36

35
11

9
18

25
28

8
15

7
6

3
11

2
35
3
1
35
4

ｱｶ
ﾊﾗ
  
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
hr
ys
ol
au
s

※
2

3
5

3
1

3
3

2
4

22
5

16
1

23
19

22
14

11
11

2
2

2
6

2
2

18
4

18
4

ｼﾛ
ﾊﾗ
　
　
　
　
　
Tu
rd
us
 p
al
li
du
s

※
2

1
1

4
8

1
1

3
12

9
6

6
1

4
57

57

ﾏﾐ
ﾁｬ
ｼﾞ
ﾅｲ
　
　
　
Tu
rd
us
 o
bs
cu
ru
s

1
1

1
1

8
1

2
6

8
2

1
1

33
33

ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
  
Tu
ed
us
 n
au
ma
nn
i

1
1

2
2

ﾔﾌ
ﾞｻ
ﾒ　
　
　
  
 C
et
ti
a 
sq
ua
me
ic
ep
s

1
2

1
1

1
6

6

ｳｸ
ﾞｲ
ｽ 
  
  
  
  
Ce
tt
ia
 d
ip
ho
ne

※
1

1
3

3
1

2
1

3
1

1
2

1
1

1
1

22
22

ｼﾏ
ｾﾝ
ﾆｭ
ｳ　
  
  
 L
oc
st
el
la
 o
ch
ot
en
si
s

1
1

2
2

ﾒﾎ
ﾞｿ
ﾑｼ
ｸｲ
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 b
or
ea
li
s

2
3

1
3

1
2

2
1

1
1

17
17

ｴｿ
ﾞﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 t
en
el
li
pe
s

※
2

6
2

8
8

ｾﾝ
ﾀﾞ
ｲﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 c
or
on
at
us

※
2

4
12

1
2

19
19

ｷｸ
ｲﾀ
ﾀﾞ
ｷ　
　
　
 R
eg
ul
us
　
re
gu
lu
s

1
1

1
1

4
4

ｷﾋ
ﾞﾀ
ｷ 
  
  
  
  
Fi
ce
du
la
 n
ar
ci
ss
in
a

※
1

6
9

13
16

27
15

13
6

7
4

3
2

1
1

2
2

12
7
4
13
1

ｺｻ
ﾒﾋ
ﾞﾀ
ｷ　
　
　
 M
us
ci
ca
pa
 l
at
io
st
ri
s

2
2

2

ｴﾅ
ｶﾞ
  
  
  
  
  
Ae
gi
th
al
os
 c
au
da
tu
s

1
7

8
8

ﾊｼ
ﾌﾞ
ﾄｶ
ﾞﾗ
  
  
  
Pa
ru
s 
pa
lu
st
ri
s

6
2

2
1

1
1

1
1

1
16

2
18

ｺｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
mo
nt
an
us

2
1

1
1

1
3

9
3

12

ﾋｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
at
er

1
1

2
4

4

ﾔﾏ
ｶﾞ
ﾗ 
  
  
  
  
Pa
ru
s 
va
ri
us

1
1

1

ｼｼ
ﾞｭ
ｳｶ
ﾗ 
  
  
  
Pa
ru
s 
ma
jo
r

5
5

1
2

1
9

4
2

8
3

2
2

2
46

46

ｺﾞ
ｼﾞ
ｭｳ
ｶﾗ
  
  
  
Si
tt
a 
eu
ro
pa
ea

1
1

2
2

ｷﾊ
ﾞｼ
ﾘ 
  
  
  
  
Ce
rt
hi
a 
fa
mi
li
ar
is

1
1

1

ﾒｼ
ﾞﾛ
  
  
  
  
  
Zo
st
er
op
s 
ja
po
ni
ca

※
1

2
6

2
4

14
16

2
6

11
11

8
41

27
23

8
50

10
6
69

45
7

53
34

9
40

14
22

7
20

5
3

2
4

2
67
3
2
67
5

ﾎｵ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 c
io
id
es

1
1

4
1

1
8

8

ｺﾎ
ｵｱ
ｶ 
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 p
us
il
la

1
1

1

ｶｼ
ﾗﾀ
ﾞｶ
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 r
us
ti
ca

※
1

2
3

2
4

3
1

9
1

2
3

13
6

1
2

52
52

ﾐﾔ
ﾏﾎ
ｵｼ
ﾞﾛ
  
  
  
Em
be
ri
za
 e
le
ga
ns

1
1

1
2

1
1

7
7

ｱｵ
ｼﾞ
  
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 s
po
do
ce
ph
al
a

4
9

14
4

1
3

4
4

4
7

20
15

13
8

18
14

8
4

5
39

22
5

16
10

26
28

4
3

7
4

3
1

2
1

1
3

2
33
6
19

35
5

ｸﾛ
ｼﾞ
  
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 v
ar
ia
bi
ri
s

1
1

1
1

1
1

6
6

ｶﾜ
ﾗﾋ
ﾜ 
  
  
  
  
Ca
rd
ue
li
s 
si
ni
ca

1
1

1

ｵｵ
ﾏｼ
ｺ 
  
  
  
  
Ca
rp
od
ac
us
 r
os
eu
s

3
3

3

ﾍﾞ
ﾆﾏ
ｼｺ
  
  
  
  
Ur
ag
us
 s
ib
ir
ic
us

※
1

4
21

5
9

26
75

81
95

4
24
3
33

11
6
38

31
30

46
55

52
6

1
10

98
1
1
98
2

合
計

・
音
声
を
流
し
、
捕
獲
し
た
部
分
は
太
字
に
し
て
い
る
。

 
・
音
声
を
か
け
た
時
間
帯

 
 
※

1 
夜
明
け
後
か
ら

9：
00
か

10
：

00
ま
で

 
 
※

2 
夜
明
け

30
分
前
か
ら

9:
00
か

10
：

00
ま
で

 
・
天
気
表
記
に
つ
い
て
は
、”
時
々
・
一
時
”
は
「

|」
,”
の
ち
”
は
「

/」
で
示
し
て
い
る
。

・
風
の
た
め
調
査
を
し
て
い
な
い
日
は
天
候
欄
に
そ
の
旨
記
載
し
て
い
る
。
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調
査
月
日

20
11
/8
/4
～
11
/1
1(
40
日
間
）

月
日

8/
4

5
22

23
27

9/
10

11
12

13
14

15
16
 

24
25

26
27

28
29

30
10
/1

2
3

4
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
11
/9

10

天
候

曇
霧
雨

曇
曇
/雨

晴
晴

晴
雨

晴
晴

曇
曇
/晴

晴
晴

晴
/雨

晴
晴

晴
雨

晴
晴
/雨

晴
晴

雨
晴

晴
曇

晴
晴

晴
晴

雨
曇

強
風

晴
晴

晴
晴

晴

新
放
鳥
数

62
53

55
9

43
60

47
－

47
28

60
37

85
96

25
12
2

93
63

6
21

20
48

35
－

14
7

14
3

36
94

90
78

14
1

－
44

－
48

11
4

11
9

10
3

種
名
/種
類
数

時
間

10
10

12
4

11
8

7
－

9
6

11
5

8
8

5
12

10
8

2
9

4
10

7
－

8
7

6
6

12
15

11
－

5
－

10
11

9
2

2

ﾂﾐ
　
　
　
　
　
　
Ac
ci
pi
te
r 
gu
la
ri
s

1

ﾔﾏ
ｼｷ
ﾞ 
  
  
  
  
Sc
ol
op
ax
 r
us
ti
co
la

1

ｱﾘ
ｽｲ
　
　
　
　
　
Jy
nx
 t
or
qu
il
la

1

ｱｶ
ｹﾞ
ﾗ 
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ma
jo
r

1

ｺｹ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ki
zu
ki

1

ﾋﾞ
ﾝｽ
ﾞｲ
  
  
  
  
An
th
us
 h
od
gs
on
i

1

ﾓｽ
ﾞ 
  
  
  
  
  
La
ni
us
 b
uc
ep
ha
lu
s

1

ｶﾔ
ｸｸ
ﾞﾘ
  
  
  
  
Pr
un
el
la
 r
ub
id
a

※
1

ﾉｺ
ﾞﾏ
  
  
  
  
  
Er
it
ha
cu
s 
ca
ll
io
pe

1
1

1
1

1
1

1
1

ｺﾙ
ﾘ　
　
  
  
  
 E
ri
th
ac
us
 c
ya
ne

※
1

2
2

2
1

ﾙﾘ
ﾋﾞ
ﾀｷ
  
  
  
  
Ta
rs
ig
er
 c
ya
nu
ru
s

※
1

1

ﾏﾐ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
  
  
Tu
rd
us
 s
ib
ir
ic
us

※
2

ｸﾛ
ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
ar
di
s

※
2

1
1

8
4

6
5

16
14

22
48

16
31

37
10

5
4

9
5

7
50

49
15

32
10

17
45

13
27

13
10

ｱｶ
ﾊﾗ
  
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
hr
ys
ol
au
s

※
2

1
1

1
1

3
2

4
1

14
3

1
1

1
1

1
2

9
2

6
6

3
12

6
5

11
30

ｼﾛ
ﾊﾗ
　
　
　
　
　
Tu
rd
us
 p
al
li
du
s

※
2

1
2

2
3

2
2

ﾏﾐ
ﾁｬ
ｼﾞ
ﾅｲ
　
　
　
Tu
rd
us
 o
bs
cu
ru
s

2
1

3
1

3
1

1
2

1
1

1
3

ﾔﾌ
ﾞｻ
ﾒ　
　
　
  
 C
et
ti
a 
sq
ua
me
ic
ep
s

※
2

1
2

1
2

4

ｳｸ
ﾞｲ
ｽ 
  
  
  
  
Ce
tt
ia
 d
ip
ho
ne

3
3

1
1

1
3

1
1

1
1

1
1

1
1

ｴｿ
ﾞｾ
ﾝﾆ
ｭｳ
  
  
  
Lo
cs
te
ll
a 
fa
sc
io
la
ta

1

ｼﾏ
ｾﾝ
ﾆｭ
ｳ　
  
  
 L
oc
st
el
la
 o
ch
ot
en
si
s

※
1

2

ｺﾖ
ｼｷ
ﾘ 
  
  
  
  
Ac
ro
ce
ph
al
us
 b
is
tr
ig
ic
ep
s

1
1

1

ﾒﾎ
ﾞｿ
ﾑｼ
ｸｲ
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 b
or
ea
li
s

3
1

1
1

1

ｴｿ
ﾞﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 t
en
el
li
pe
s

※
2

2
5

1
1

ｾﾝ
ﾀﾞ
ｲﾑ
ｼｸ
ｲ 
  
  
Ph
yl
lo
sc
op
us
 c
or
on
at
us

※
2

15
23

5
1

3
1

1

ｷﾋ
ﾞﾀ
ｷ 
  
  
  
  
Fi
ce
du
la
 n
ar
ci
ss
in
a

2
5

11
3

12
21

27
10

10
17

12
10

7
3

1
4

2
3

1
1

ｵｵ
ﾙﾘ
  
  
  
  
  
Cy
an
op
ti
la
 c
ya
no
me
la
na

1
1

1

ｺｻ
ﾒﾋ
ﾞﾀ
ｷ　
　
　
 M
us
ci
ca
pa
 l
at
io
st
ri
s

1
2

ｴﾅ
ｶﾞ
  
  
  
  
  
Ae
gi
th
al
os
 c
au
da
tu
s

2
1

6
2

1

ﾊｼ
ﾌﾞ
ﾄｶ
ﾞﾗ
  
  
  
Pa
ru
s 
pa
lu
st
ri
s

7
1

3
1

6
2

1
1

1
1

2
1

ｺｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
mo
nt
an
us

2
2

2
1

2
1

ﾋｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
at
er

2
1

ｼｼ
ﾞｭ
ｳｶ
ﾗ 
  
  
  
Pa
ru
s 
ma
jo
r

9
2

1
1

2
2

1
3

1
1

1
2

7
1

1
5

13
2

3

ﾒｼ
ﾞﾛ
  
  
  
  
  
Zo
st
er
op
s 
ja
po
ni
ca

※
1

8
2

19
17

23
10

24
9

7
8

34
24

2
54

38
29

2
4

15
16

55
60

9
38

23
19

10
18

1
13

ﾁｮ
ｳｾ
ﾝﾒ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
Zo
st
er
op
s 
er
yt
hr
op
le
ur
us

2

ﾎｵ
ｼﾞ
ﾛ 
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 c
io
id
es

1
1

ｶｼ
ﾗﾀ
ﾞｶ
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 r
us
ti
ca

※
1

3
1

1
12

12
2

ﾐﾔ
ﾏﾎ
ｵｼ
ﾞﾛ
  
  
  
Em
be
ri
za
 e
le
ga
ns

1

ｱｵ
ｼﾞ
  
  
  
  
  
Em
be
ri
za
 s
po
do
ce
ph
al
a

12
11

7
3

1
3

2
2

1
11

10
3

11
6

16
6

6
14

8
34

21
4

16
41

9
62

6
1

38
30

ﾍﾞ
ﾆﾏ
ｼｺ
  
  
  
  
Ur
ag
us
 s
ib
ir
ic
us

※
1

4
4

19
32

9

 
付
表

4.
 

20
11
年
苫
小
牧
市
高
丘
の
日
別
放
鳥

 

・
音
声
を
流
し
、
捕
獲
し
た
部
分
は
太
字
に
し
て
い
る
。

 
・
音
声
を
か
け
た
時
間
帯

 
 
※

1 
夜
明
け
後
か
ら

9：
00
か

10
：

00
ま
で

 
 
※

2 
夜
明
け

30
分
前
か
ら

9:
00
か

10
：

00
ま
で

 
・
天
気
表
記
に
つ
い
て
は
、”
時
々
・
一
時
”
は
「

|」
,”
の
ち
”
は
「

/」
で
示
し
て
い
る
。

・
風
の
た
め
調
査
を
し
て
い
な
い
日
は
天
候
欄
に
そ
の
旨
記
載
し
て
い
る
。
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調
査
月
日

20
12
/1
0/
19
～
20
12
/1
1/
11
（
24
日
間
）

月
日

10
/1
9

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30
31

11
/1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

天
候

晴
晴
|雨

晴
晴

雨
晴

晴
晴

晴
曇

晴
強
風
晴
/曇

晴
晴

雨
晴
/雨

雨
晴

曇
強
風

雨
霧
/晴

曇
/雨

晴
強
風

晴

新
放
鳥
数

21
5

13
2

30
24
5

－
62

14
1

59
15
8

5
－

64
14

43
－

26
－

24
－

－
24

7
－

22

種
名
/種
類
数

時
間

17
14

8
14

－
11

11
12

15
5

－
9

5
6

－
5

－
7

－
－

6
2

－
8

ｱｶ
ｹﾞ
ﾗ 
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ma
jo
r

1

ｺｹ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
De
nd
ro
co
po
s 
ki
zu
ki

1
1

ﾐｿ
ｻｻ
ﾞｲ
  
  
  
  
Tr
og
lo
dy
te
s 
tr
og
lo
dy
te
s

1

ｶﾔ
ｸｸ
ﾞﾘ
  
  
  
  
Pr
un
el
la
 r
ub
id
a

1

ﾉｺ
ﾞﾏ
  
  
  
  
  
Er
it
ha
cu
s 
ca
ll
io
pe

※
2

2
1

1

ﾙﾘ
ﾋﾞ
ﾀｷ
  
  
  
  
Ta
rs
ig
er
 c
ya
nu
ru
s

※
1

1
2

2
2

1
1

1

ｸﾛ
ﾂｸ
ﾞﾐ
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
ar
di
s

※
2

13
5

3
4

1

ｱｶ
ﾊﾗ
  
  
  
  
  
Tu
rd
us
 c
hr
ys
ol
au
s

※
2

10
14

17
9

8
1

7
7

1
1

ｼﾛ
ﾊﾗ
　
　
　
　
　
Tu
rd
us
 p
al
li
du
s

※
2

1
2

1
1

1
7

5
3

2
2

ﾏﾐ
ﾁｬ
ｼﾞ
ﾅｲ
　
　
　
Tu
rd
us
 o
bs
cu
ru
s

2
1

ｳｸ
ﾞｲ
ｽ 
  
  
  
  
Ce
tt
ia
 d
ip
ho
ne

4
1

2
1

2
1

1
1

ﾑｷ
ﾞﾏ
ｷ 
  
  
  
  
Fi
ce
du
la
 m
ug
im
ak
i

1

ｴﾅ
ｶﾞ
  
  
  
  
  
Ae
gi
th
al
os
 c
au
da
tu
s

1
7

ﾊｼ
ﾌﾞ
ﾄｶ
ﾞﾗ
  
  
  
Pa
ru
s 
pa
lu
st
ri
s

3
1

4
1

3
1

1
2

1

ｺｶ
ﾞﾗ
  
  
  
  
  
Pa
ru
s 
mo
nt
an
us

2
1

1
1

2
2
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Summary 

 

In the Tomakomai Experimental Forest of Hokkaido University in Takaoka, Tomakomaishi, 

Hokkaido, in November after August for six years in 2008 to 2013, bird-banding was mainly conducted 

for the birds of passerines, and 58 species of 14,879 birds were banded. 

 

This analyze is the migration patterns of 14 species which banded 100 or more birds in six years. 

(Urgus sibiricus Long-tailed Rosefinch 3,462, Zosterops japonica Japanese White-eye 3,111, Turdus 

cardis Grey Thrush 2,287, Emberiza spodcephala Black-faced Bunting 1,882, Turdus chrysolaus 

Brown-headed thrush 843,Ficedula narcissina Narcissus Flycatcher 624,Emberiza rustica Rustic 

Bunting 440, Phylloscopus coronatus Eastern Crowned Warbler 301 ,Parus majar Great Tit 

295,Luscinia calliope Siberian Rubythroat 240 , Cettia diphone Japanese Bush Warbler 178, Pale 

Thrush 171, Parus palustris Marsh Tit 109, Turdus obscurus Eye-browedThrush 107) 

 

Keywords: Bird banding  Passerines  Autumn miglation Takaoka Tomakomai-City 


